
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

墨俣地域まちづくり協議会だより 
Ｎｏ．９ 
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「桜はね 自慢のひとつ 宝物」 

 

 

水温む頃、鎌倉街道沿いの下野家で、大垣市景観遺産に指定されている樹齢約５００年もの枝垂桜が咲き始

めると、墨俣にも桜の季節が到来します。 

 

墨俣地域まちづくり協議会では、コンパクトなまちである墨俣の特性を活かしながら人が歩くことを中心と

したまちづくりを推進するため、「歩くまち墨俣」ビジョンを策定し、その一環として「歩くまち墨俣ふるさ

と景観カルタ」を編集しました。 

カルタの読み札は公募により決定したのですが、応募数５６４作品のうち、１０５作品が桜に関するもので

した。「墨俣と言えば桜」のイメージがすっかり定着していますが、墨俣は古来より現在のような桜の景観を

備えていたわけではありません。戦前までは堤町の堤防に桜並木があったようですが、昭和１１年に完成した

墨俣地域の東側に位置する犀川の堤防に、昭和２０年代に料芸組合が植樹し、年月を経ることで現在のように

多くの花見客で賑わうようになりました。 

 

このように現在のまちの姿は、永い年月の出来事の積み重ねの結果です。心のよりどころになる場所、思い

出の風景、懐かしい出来事、数十年先にこの地に住む人たちが共有するこのまちの「自慢できる宝物」をひと

つずつ積み重ねていきましょう。みなさんも、まちづくり活動に参画しませんか！ 

 

（「歩くまち墨俣ふるさと景観カルタ」の読み札より） 
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あなたの「得意・興味」を、まちづくりに活かしませんか？ 

 

墨俣地域まちづくり協議会では、コンパクトなまちである墨俣の特性を活かしながら、人が主役とな

る歩くことを中心としたまちづくり、「歩くまち墨俣」ビジョンを推進しています。 

 地図作成、広報作成等、あなたの得意分野、興味がある分野で、まちづくりに参加してみませんか？ 

協議会フェイスブックページに文章や写真を掲載してくださる方も募集しています。 

https://www.facebook.com/sunomatachiiki/ 

連絡先：大垣市墨俣地域事務所地域政策課 ６２－３１１１   

 

 

鎌倉街道沿いの下野家には、室町幕府第１２代将軍足利

義晴から拝領したといわれる、樹齢約５００年もの枝垂れ

桜があります。樹高約 8ｍ、枝張り 15ｍ以上あり、丸いド

ーム型をしています。また、この桜の西側には水屋風の古

い蔵があります。枝垂れ桜と古い蔵は、門や竹林とともに、

とても落ち着いた素晴らしい風景を醸し出しています。 

☆大垣市景観遺産  

 
― 墨俣の桜について ― 

「歩くまち墨俣 ふるさと景観カルタ」は、下

記の場所で販売中です。（１，２００円税込） 

○墨俣一夜城   

○ギャラリー＆ショップ美濃路墨俣脇本陣  

○奥の細道むすびの地記念館 

 

平成２６年度から路面表示サインを設置して

います。まちを歩いて見つけて下さいね！ 
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一夜城址公園の周りを流れる犀川の堤防には、 

3.7kmに渡る桜並木が続き、多くの花見客でにぎわい

ます。 

 「城郭天守」形式の墨俣一夜城歴史資料館は、花

の盛りの時期には、桜花で囲まれた様を見ることが

できます。 

☆大垣市景観遺産 

 

カルタで紹介 

戦前までは、堤町の堤防に桜並木がありましたが、

昭和２０年代に、料芸組合が犀川堤の美観と組合の発

展を願って植樹し、現在では約 800 本の桜並木が

3.7kmにわたり続いています。 

３月下旬から４月中旬の桜まつりには、屋台も出さ

れ、夜桜も楽しめます。 

墨俣の桜は、小学４年生の道徳の副読本に、郷土愛

がテーマの「徳べえざくら」の物語として、昭和６３

年度から平成２９年度まで取り上げられました。 

カルタ大会（１１月１８日開催） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大垣市制 100周年記念事業「墨俣一夜城桜色ライトアップ」

の感動を今一度！ 

「桜の色は夢の色」青少年がまちへの夢や希望を持つこと

の大切さを伝えたいという思いで開催されました。 

（ライトアップ期間：３月２２日から３月２８日） 

（すのまたまちづくり倶楽部） 

 

すのまた秀吉出世まつり 

１０月１４日、歴史と文化あふれるイベン

トとして、今回で２５回目の開催となりまし

た。観世流能楽師『久田勘鷗』氏による演目

「養老」が、出世ひょうたん絵馬をくべたか

がり火の照らす中、幽玄な秋の夜空を飾りま

した。 

（すのまた秀吉出世まつり実行委員会） 

 

 

ニューイヤーサンライズ inすのまた 

元旦に一夜城址公園及び長良川右岸堤防で、

約 800人の参加者が初日の出に臨み、堤防は長

蛇の列で溢れました。ぜんざいのふるまいや羽

根つき等の正月遊びで賑わいました。 

（墨俣地区社会福祉協議会） 

＜まちの出来ごと＞ 

一夜城址公園周辺の整備について 

平成２９年度から始まった一夜城址公園

周辺の犀川堤の工事が終了し、さい川さくら

公園と出世橋南詰の間を、新犀川橋下の河川

敷遊歩道で通行出来るようになり、新たな景

観が生まれました。 

 

 

スタンプラリー つりびな小町めぐり 2019 

２月２３日から 16日間、美濃路墨俣宿一帯で

まちづくり協議会の協力により開催されました。

お茶会、落語の会、体験処、俳句や写真の募集、

路上コンサート等の事業が実施され、多くの人で

賑わいました。 

（いき粋墨俣創生プロジェクト） 


